
4)事業所の立地状況 (商工会会員に限る)(追加 )

O県道 505号沿いを中心に事業所が立地している。

O村内の商工会会員の事業所数合計は 260事業所である。

4.その他、今帰仁村の状況

1)つ帰仁村の公共交通

O今 婦仁村の路線パスは、本部Ч4島 を左右回 りで経由

する2路線と、那帝珂空港～運天港を紺ぷ急イ予バス 1

路線の計3路線が運行している。

O村 内の生活移動手段として利用するパスは、概ね 。

時間に ・本運行する本部半島経山の 2路線 となつ

ている。
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一一一一一一2)◆帰仁村の受留

O沖 縄県は、年平均 8回の台風が接近し、県内の様々な

簡所で上砂崩れなどの被害が出ている。

① 県の地震 。消ζ波想定では、北および束の海岸付近に集

中することが想定される。

○ 人口減少、高齢化により、いざというときの共助の手

を確保できない懸念がある。
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19S0   1900   1970   1990   1990   2000

年代  年代  年代  年代  年代  年代

10年毎の台風接近数の平均回数

2010

年代

区 事業所数

今 泊 29

業 次 4

路 志 10

与那柱 10

伸尾次 8

崎 山 5

平 敗 11

謝 名 20
競 地 6

呉 我 山 5

玉 競 11

伸彙粗 63

天 底 18

勢理客 7

逮車仁 8

上野 天 9

餌 天 8

,五〕II 14

古 準 瀬I 14

合計 260

市町村 代表地点 最大遡上高

(m)

影響l開始時間

と20cm(分 )

影響 lttl始時間

+50cm(分 )

津波到進時間

(分 )

今婦仁村 今油 1,9 15 23 25

大ナ+川河口 6.4 9 25 27
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3)今帰仁村の福祉施設と費置箇所

O今婦仁村には老人介護施設が多く立地しており、村内はもとより村外からの入所者も見られる。

4)村内の空き家の状況 (追加)

O現在、今婦仁村内で確認できる空き家は 135件 となつている。 (区長ヒアリング)

O空き家 (賀貸)の有無について、県外からの問い合わせも多い。

O仏壇があり、空き家でも貿貸として活用するのは難しいという意見が多い。

O売り出し中の物件も数件ある。
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伸犀次

歳次

坤

分類 No. 施設名 分類 No. 施設名

病院
① 北山病院

村立

保育所

① 仲尾次保育所

② 今帰仁診療所 ⑫ 中央保育所

老人介護

施設

③ 和光園 ① 今帰仁保育所

④ さくらの里 ① 仲宗根保育所

⑤ 宅老所 ハイビスカス
村立

幼稚口

① 兼次幼稚国

⑥ イリ ⑮ 今帰仁幼稚口

② 有料老人ホーム 湧川 O 天底幼稚田

⑥ グリーンハウス MESH
ランデブ

ーポイント

⑩ 今帰仁村運動公園

③
乙羽口指定介霞老人福

祉施設
⑩ 古宇利ふれあい広場

⑩
グループホーム ほしく
ぽ

平成25年 度 田と時
の中空 麟 現在の空家敷区

① 今   泊 10 10

歳   次 0 2の

③ 硝   志 4 11

与 郡 嶺 8 7④

5⑤ 仲 罵 次 8

⑤ 崎   山 4 3

4 5② 平   敷

③ 魅   地 4 3

腑   名 8 12③

0 1⑩ 仲 療 根

0① 玉   城 11

呉 我 山 0 0⑫

7① 湧   川 0

天   虐 0 0O
1 5⑮ 勢 理 害

110 渡 喜 仁 7

上 遍 天 3 4O
24① 遭   天 10

古 宇 利 10 16⑩

110 13g
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4)◆帰仁村の補助・ 支援制度

今掃仁村では、地域における予育て支援サービスの充実を図るため、各種事業や支援制度等を行つてい

る。

①こども医療費助成事業

こども医療費助成事業は、こどもの狭病の早期発見、早期治療を促進し、健際ですこやかなこど

もの発育と育成のため、保護者が支払つたこどもの医療費の一部を村が助成しています。

前期こども :出生日から満 6歳に連した日以後の最初の3月 31日 まで

後期こども :満 6歳に逮した日以後の最初の4月 1日 から

満 15歳に連した日以後の最初の3月 31日 まで

②今掃仁村すこやか子育て支援金

今婦仁村すこやか子育て支援金は、次代の社会を担う子どもの健全育成と柄社の増進を目的と

し、子どもの誕生を祝うとともに、すこやかな成長を願い、出生児を養育監護している方に支給す

る支援金です。

支援金の額

第 1子  20,000円
第 2子  30,000円
第 3子  70,000円
第4子以降 100,000円
※順位については、同一世帯で扶養の実態に基づき村長が決定します。

※この規定は、平成 27年 4月 1日 以降の出生児について適用し、それ以前の出生児については、

これまでの規定を適用しています。

③今掃仁村子育て支援センターじんじん

今帰仁保育所に併設していまうち 子育てをする家庭の育児不安等の解消を図るため『子育て支援

センター しんじんJでは、子育てについての相談や指導、構報提供、また子育てサークル等への育

成 。支援を行つています。

①やんばる町村ファミリーサポー トセンター

ロ頭村・大宜味村・束村 。本部町 。今帰仁村・宜野座村・金武町・思納村の3町村広城予育て事

業として平成 21年 4月 に開設。

育児の援助を受けたい者と育児の援助を行いたい者が行う地域の相互援助活動です。

5.今帰仁村第 4次総合計回の概要

今婦仁村第四次総合計画

(1)計画期間
「基本構想J:平成 24年度～平成 33年度 (10年間)

「基本計画J:平成 24年度～平成 28年度 (5年間)

「実施計画J:平成 24年度～平成 26年度 (3年間)

(2)むらづくりの課題
①人口減少、少子・高齢化への対応
②基幹産業である農業の振興
③豊かな自然環境の保全と活用
①村民と協働によるむらづくり
⑤今後のむらづくりに資する人材の育成
⑥安全で安心なむらづくり

(3)将来像

将来像 :～ムラ・人・農が織りなすゆがふむら。今掃仁～

基本姿勢 :

自然環境との共生 ～やんばる型土地利用の原則を守る～

農来を中心とした産業振興 ～積み上げ方式の産業振興～

むらづくりを支える地域コミュニティの強化 ～誰もが安心・安全に暮らせる環境づくり～

(4)将来人口

概ね 10,000人 (平成 33年、西暦 202二 年)

(5)今帰仁村部門別構想

①人が輝き、自然があふれる癒 しのむら
。やんばる型土地利用の原則を守る    。自然観光の保全・ 再生
。癒しの空間としての活用

②豊かな自然に育まれた「食Jが奏でる活気あるむら
。第一次産業を基盤とした積み上げ方式の産業振興   ・地域資源を活かした観光振興

・地域商工業の振興

③地域で育てる生活環境 ～海・山・川未来へつなぐやすらぎのむら～
。美しい景観の保全・整備        ・ 生産基盤の整備推進

・定住促進に向けた住環境整備      ・環境衛生の向上

④つながる、つなげる元気むら スマイル・ コミュニティ今掃仁
・保健 。医療・福祉の拡充        ・ スポーツ。レクリエーション活動の充実

・消防・救急・防災体制の強化

③大人も子供も学べる豊かで誇りあるむら
・特色ある学校教育の充実        ・生涯学習活動の推進

・地域文fヒの継承と創造発展       ・ふれあい交流の充実

(6)むらづくりをリー ドする基本プロジェク ト
。村民健康づくリプロジェクト

・今帰仁プランドづくリプロジェク
。中心市街地限わいづくリプロジェ

・今婦仁城跡シンポルづくリプロジ

・美しい村・活気ある村づくリプロ ト
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6.今帰仁村総合戦略の策定について

1)目標の股定

Ol剰が日標とする以 ドの事項を達成する項旧

7.スケジュール(案 )

項 目 平成 27年 平成 23年

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

計回準備
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■人ロピジョンの策定

。人口の現状分析

・人口の将来展望

。住民アンケー トの案施

。人ロビジョンの策定

■総合戦略策定

・基本目標の検a寸 ‐

ー

・目標達成への基本方向検討

・政策分野基本目標検討

・住民意見交換会 O

・関係部署ヒアリング O

・策定委員会 O O 0

・プロジェクトチーム (庁肉) O O O 0

・報告書作成 ‐

■ポイント【総合戦略のメニューは実現性】

今回の政策における各地方公共団体の役割は、“l~刊の「長期ビジョン」「総
合戦略Jを洋力案し、中長期を見通した r地方人ロビジョンJと 、5ヵ 年の「地
方版総合戦略」"の策定である。また、既存の言1・画を含めたバッケージ化す
ることによリワンストップ型の支援を受けやすくなる。
(く蓬策メニューの夕/>>
・言みr醍光授興、″だ・崩鶴建も公終交通〃胸;〃海状受入 学々
つひと r寮岱施設・′ケ/ノ/賀i充世き鳳  等々
・ ιご

゛
と ∫[アプ/タ―シ、戸声諄 こヽ氏fどた材ガ、/′〃ノ′И霞挽ンが・ 々

2)基本庖向について

設定した目標を達成するために、推進 していく施策を検討する。

戦略メニュー抽出の基本的考え方は以下の通 りとする。

① 施策目標の5ヵ年で効果の見えるもの (評価可能なもの)

② 村の上位計画などの既存計画との霊合がとれていること

③ 緊急課題として、人口瀬′)に歯止めをかけるもの

④ 替者が働ける場・替い世代が安出して子青できる環境の整備

⑤ 効率的・効果的に進めるために近隣市町村や他都市との連携を視野に入れる

興麻的な政策メニューぼ σル乍 (実質 刀′θ乍貰フ ガ ″ケノの″▼ナ′7メ″/〃んだ文″ナろ施策′ど

飛定 ナわっ泌 謀 功 たつて/ユL紙紬 策 こヽ/″せ■ 酪 哉重 こヽつ,3て あと″ク逐み、まクえ″力の

ぁる縁ロム戦踏をβ着九

「地方における安定した層用を劇出する」

「地方への新しいひとの流れをつくる」

「若い世代の子店婚・ 出産・ 子育ての希望をかなえる」

「時代に合つた地域をつくり、安,いなくらしを會るとともに、地域と地域を連携する」
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8.今帰仁村総合戦略策定の推進体制

力口

プ

村臓会

今帰仁村人ロビジョン

及び今帰仁村総合職購

策定委員会

0学騨

0産業界

0住民代表

0敵 代表

0行政機関 等

百

里
ワ
ー
ク
シ

住

プロジェタトテーム

各担当課

役娼肉

力口

企■財政際

コンサルタント

事務局

村 民
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